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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月27日(2013.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）システムにおける信号伝送のための方法で
あって、前記方法は、
　副搬送波間隔を全ての利用可能な帯域幅の中の１つ以上のサブフレームに対する所定の
値に固定することと、
　前記１つ以上のサブフレームのフレーム構造にかかわらず、前記固定された副搬送波間
隔を有する信号を伝送することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記所定の値は、少なくとも１つのチャネルラスタによって均等に分割される、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チャネルラスタの一般的な値は、１００ｋＨｚ、２００ｋＨｚ、２５０ｋＨｚ、お
よび３００ｋＨｚのうちの少なくとも１つを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定の値は、１２．５ＫＨｚ、１つ以上の低移動度移動局について６．２５ＫＨｚ
、または、１つ以上の高移動度移動局について２５ＫＨｚである、請求項２に記載の方法
。
【請求項５】
　前記フレーム構造は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）進化型フレーム構造、
周波数分割二重（ＦＤＤ）フレーム構造、時分割二重（ＴＤＤ）フレーム構造、またはＩ
ＥＥＥ　８０２．１６ｍフレーム構造である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記信号伝送は、アップリンク伝送またはダウンリンク伝送である、請求項１に記載の
方法。
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【請求項７】
　所定の単位リソースブロックサイズを伴うサブフレームを伝送することをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記所定の単位リソースブロックサイズは、１６副搬送波×６シンボルまたは４副搬送
波×６シンボルである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記所定の単位リソースは、多重アンテナ伝送技術をサポートする、請求項７に記載の
方法。
【請求項１０】
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）システムにおける信号伝送のための局であ
って、前記局は、
　副搬送波間隔を全ての利用可能な帯域幅の中の１つ以上のサブフレームに対する所定の
値に固定するように構成されたプロセッサと、
　前記１つ以上のサブフレームのフレーム構造にかかわらず、前記固定された副搬送波間
隔を有する信号を伝送するように構成された伝送機と
　を備える、局。
【請求項１１】
　前記所定の値は、少なくとも１つのチャネルラスタによって均等に分割される、請求項
１０に記載の局。
【請求項１２】
　前記チャネルラスタの一般的な値は、１００ｋＨｚ、２００ｋＨｚ、２５０ｋＨｚ、お
よび３００ｋＨｚのうちの少なくとも１つを含む、請求項１１に記載の局。
【請求項１３】
　前記所定の値は、１２．５ＫＨｚ、１つ以上の低移動度移動局について６．２５ＫＨｚ
、または、１つ以上の高移動度移動局について２５ＫＨｚである、請求項１１に記載の局
。
【請求項１４】
　前記フレーム構造は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）進化型フレーム構造、
周波数分割二重（ＦＤＤ）フレーム構造、時分割二重（ＴＤＤ）フレーム構造、またはＩ
ＥＥＥ　８０２．１６ｍフレーム構造である、請求項１０に記載の局。
【請求項１５】
　前記信号伝送は、アップリンク伝送またはダウンリンク伝送である、請求項１０に記載
の局。
【請求項１６】
　前記伝送機は、所定の単位リソースブロックサイズを伴うサブフレームを伝送するよう
に構成されている、請求項１０に記載の局。
【請求項１７】
　前記所定の単位リソースブロックサイズは、１６副搬送波×６シンボルまたは４副搬送
波×６シンボルである、請求項１６に記載の局。
【請求項１８】
　前記所定の単位リソースは、多重アンテナ伝送技術をサポートする、請求項１７に記載
の局。
【請求項１９】
　請求項１～６のうちのいずれか１項に記載の方法をコンピュータに実行させるための実
行可能な命令を記憶したコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２０】
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）システムにおける信号伝送のための方法で
あって、前記方法は、
　フレーム、またはサブフレームおよびスーパーフレームのうちの少なくとも１つ内にお
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いて１つより多くの周期的プレフィックス値を使用して、ＯＦＤＭシンボルを伝送するこ
とと、
　フレームの中で少なくとも１つのダウンリンクサブフレームおよび１つのアップリンク
サブフレームを伝送することと
　を含み、
　前記ダウンリンクサブフレームの中の最後のＯＦＤＭシンボルは、伝送／受信移行ギャ
ップ（ＴＴＧ）時間のためのスペースを作るように区切られる、方法。
【請求項２１】
　前記スーパーフレームおよび前記フレームのうちの少なくとも１つの開始部分において
、フレーム構成情報を伝送することをさらに含み、
　前記フレーム構成情報は、トライデータ構造で設計される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）通信システムにおける信号伝送のための方
法であって、前記方法は、
　複数の無線周波数チャネルを伝送することを含み、
　隣接する無先周波数チャネルの間で必要とされる保護帯域がない、方法。
【請求項２３】
　複数の直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）通信システムにおける信号伝送のた
めの方法であって、前記方法は、
　前記複数のＯＦＤＭＡ通信システムの代替的無線フレームを伝送することと、
　各ＯＦＤＭＡ通信システムの各無線フレームの開始を１ｍｓ期間と同期させることと
　を含む、方法。
【請求項２４】
　前記複数のＯＦＤＭＡ通信システムのうちの１つ以上のＯＦＤＭＡ通信システムの副搬
送波間隔または周波数帯域幅は、異なる、請求項２３に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本開示のさらなる特徴および利点、ならびに本開示の種々の実施形態の構造および動作
について、添付の図面を参照して以下に詳細に説明する。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）システムにおける信号伝送のための方法で
あって、
　副搬送波間隔を全ての利用可能な帯域幅の中の１つ以上のサブフレームに対する所定の
値に固定するステップと、
　前記１つ以上のサブフレームのフレーム構造にかかわらず、前記固定副搬送波間隔を有
する信号を伝送するステップと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記所定の値は、少なくとも１つのチャネルラスタによって均等に分割される、項目１
に記載の方法。
（項目３）
　前記チャネルラスタの一般的な値は、１００ｋＨｚ、２００ｋＨｚ、２５０ｋＨｚ、お
よび３００ｋＨｚのうちの少なくとも１つを含む、項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記所定の値は、１２．５ＫＨｚである、項目２に記載の方法。
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（項目５）
　前記所定の値は、１つ以上の低移動度移動局については６．２５ＫＨｚである、項目２
に記載の方法。
（項目６）
　前記所定の値は、１つ以上の高移動度移動局については２５ＫＨｚである、項目２に記
載の方法。
（項目７）
　前記フレーム構造は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）進化型フレーム構造で
ある、項目１に記載の方法。
（項目８）
　前記フレーム構造は、周波数分割二重（ＦＤＤ）フレーム構造である、項目７に記載の
方法。
（項目９）
　前記フレーム構造は、時分割二重（ＴＤＤ）フレーム構造である、項目７に記載の方法
。
（項目１０）
　前記フレーム構造は、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍフレーム構造である、項目１に記載の
方法。
（項目１１）
　前記フレーム構造は、ＦＤＤフレーム構造である、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　前記フレーム構造は、ＴＤＤフレーム構造である、項目１０に記載の方法。
（項目１３）
　前記信号伝送は、アップリンク伝送である、項目１に記載の方法。
（項目１４）
　前記信号伝送は、ダウンリンク伝送である、項目１に記載の方法。
（項目１５）
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）システムにおける信号伝送のための局であ
って、
　副搬送波間隔を全ての利用可能な帯域幅の中の１つ以上のサブフレームに対する所定の
値に固定するように構成される、プロセッサと、
　１つ以上のサブフレームのフレーム構造にかかわらず、固定副搬送波間隔を有する信号
を伝送するように構成される、伝送機と、
　を備える、局。
（項目１６）
　前記所定の値は、少なくとも１つのチャネルラスタによって均等に分割される、項目１
５に記載の局。
（項目１７）
　前記チャネルラスタの一般的な値は、１００ｋＨｚ、２００ｋＨｚ、２５０ｋＨｚ、お
よび３００ｋＨｚのうちの少なくとも１つを含む、項目１６に記載の局。
（項目１８）
　前記所定の値は、１２．５ＫＨｚである、項目１６に記載の局。
（項目１９）
　前記所定の値は、１つ以上の低移動度移動局については６．２５ＫＨｚである、項目１
６に記載の局。
（項目２０）
　前記所定の値は、１つ以上の高移動度移動局については２５ＫＨｚである、項目１６に
記載の局。
（項目２１）
　前記フレーム構造は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）進化型フレーム構造で
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ある、項目１５に記載の局。
（項目２２）
　前記フレーム構造は、周波数分割二重（ＦＤＤ）フレーム構造である、項目１５に記載
の局。
（項目２３）
　前記フレーム構造は、時分割二重（ＴＤＤ）フレーム構造である、項目２１に記載の局
。
（項目２４）
　前記フレーム構造は、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍフレーム構造である、項目１５に記載
の局。
（項目２５）
　前記フレーム構造は、ＦＤＤフレーム構造である、項目２４に記載の局。
（項目２６）
　前記フレーム構造は、ＴＤＤフレーム構造である、項目２４に記載の局。
（項目２７）
　前記信号伝送は、アップリンク伝送である、項目１５に記載の局。
（項目２８）
　前記信号伝送は、ダウンリンク伝送である、項目１５に記載の局。
（項目２９）
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）システムにおける信号伝送のための方法を
行うために、その上に実行可能な命令を記憶するコンピュータ読み取り可能媒体であって
、前記方法は、
副搬送波間隔を全ての利用可能な帯域幅の中の１つ以上のサブフレームに対する所定の値
に固定するステップと、
　前記１つ以上のサブフレームのフレーム構造にかかわらず、前記固定副搬送波間隔を有
する信号を伝送するステップと
　を含む、コンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３０）
　前記所定の値は、少なくとも１つのチャネルラスタによって均等に分割される、項目２
９に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３１）
　前記チャネルラスタの一般的な値は、１００ｋＨｚ、２００ｋＨｚ、２５０ｋＨｚ、お
よび３００ｋＨｚのうちの少なくとも１つを含む、項目３０に記載のコンピュータ読み取
り可能媒体。
（項目３２）
　前記所定の値は、１２．５ＫＨｚである、項目３０に記載のコンピュータ読み取り可能
媒体。
（項目３３）
　前記所定の値は、１つ以上の低移動度移動局については６．２５ＫＨｚである、項目３
０に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３４）
　前記所定の値は、１つ以上の高移動度移動局については２５ＫＨｚである、項目３０に
記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３５）
　前記フレーム構造は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）進化型フレーム構造で
ある、項目２９に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３６）
　前記フレーム構造は、周波数分割二重（ＦＤＤ）フレーム構造である、項目３５に記載
のコンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３７）
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　前記フレーム構造は、時分割二重（ＴＤＤ）フレーム構造である、項目３５に記載のコ
ンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３８）
　前記フレーム構造は、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍフレーム構造である、項目２９に記載
のコンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３９）
　前記フレーム構造は、ＦＤＤフレーム構造である、項目３８に記載のコンピュータ読み
取り可能媒体。
（項目４０）
　前記フレーム構造は、ＴＤＤフレーム構造である、項目３８に記載のコンピュータ読み
取り可能媒体。
（項目４１）
　前記信号伝送は、アップリンク伝送である、項目２９に記載のコンピュータ読み取り可
能媒体。
（項目４２）
　前記信号伝送は、ダウンリンク伝送である、項目２９に記載のコンピュータ読み取り可
能媒体。
（項目４３）
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）システムにおける信号伝送のための方法で
あって、
　フレーム、またはサブフレーム、およびスーパーフレームのうちの少なくとも１つの内
側で、１つより多くの周期的プレフィックス値を使用して、ＯＦＤＭシンボルを伝送する
ステップを含む、方法。
（項目４４）
　フレームの中で少なくとも１つのダウンリンクサブフレームおよび１つのアップリンク
サブフレームを伝送するステップと、
　前記ダウンリンクサブフレームの中の最後のＯＦＤＭ符号は、伝送／受信移行ギャップ
（ＴＴＧ）時間のためのスペースを作るように区切られる、項目４３に記載の方法。
（項目４５）
　前記スーパーフレームおよび前記フレームのうちの少なくとも１つの開始部分において
、フレーム構成情報を伝送するステップをさらに含み、
　前記フレーム構成情報は、トライデータ構造で設計される、項目４３に記載の方法。
（項目４６）
　直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）通信システムにおける信号伝送のための方
法であって、
　複数の無線周波数チャネルを伝送するステップを含み、
　隣接する無先周波数チャネルの間で必要とされる保護周波数帯がない、方法。
（項目４７）
　複数の直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）通信システムにおける信号伝送のた
めの方法であって、
　前記複数のＯＦＤＭＡ通信システムの代替的無線フレームを伝送するステップと、
　各ＯＦＤＭＡ通信システムの各無線フレームの始まりを１ｍｓ期間と同期させるステッ
プと
　を含む、方法。
（項目４８）
　前記複数のＯＦＤＭＡ通信システムのうちの１つ以上の副搬送波間隔は、異なる、項目
４７に記載の方法。
（項目４９）
　前記複数のＯＦＤＭＡ通信システムのうちの１つ以上の周波数帯域幅は、異なる、項目
４７に記載の方法。
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（項目５０）
　所定の単位リソースブロックサイズを伴うサブフレームを伝送するステップをさらに含
む、項目１に記載の方法。
（項目５１）
　前記所定の単位リソースブロックサイズは、１６副搬送波×６シンボルである、項目５
０に記載の方法。
（項目５２）
　前記所定の単位リソースブロックサイズは、４副搬送波×６シンボルである、項目５０
に記載の方法。
（項目５３）
　前記所定の単位リソースは、多重アンテナ伝送技術をサポートする、項目５０に記載の
方法。
（項目５４）
　前記伝送機は、所定の単位リソースブロックサイズを伴うサブフレームを伝送するよう
に構成される、項目１５に記載の局。
（項目５５）
　前記所定の単位リソースブロックサイズは、１６副搬送波×６シンボルである、項目５
４に記載の局。
（項目５６）
　前記所定の単位リソースブロックサイズは、４副搬送波×６シンボルである、項目５４
に記載の局。
（項目５７）
　前記所定の単位リソースは、多重アンテナ伝送技術をサポートする、項目５４に記載の
局。
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